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I 序論

Pudd'nhead Wilsonが寓話的，寓意的な側面を備えた作品であることは周

知の事実である．この作品に関する研究は1950年代以降盛んになったが，す

でにこの当時から，作品のそういった特質は LeslieFiedlerや HenryNash 

Smithらによって指摘されていた. Fiedler は架空の町 Dawson’sLanding 

を“mythicizedHannibal for the first time from th巴 outside”1としてf足え，

同時に，にせの TomDriscollを寓意的存在と見なしているし， Smithは

Roxy以外の登場人物が皆，寓話的であると考えている？その後も，この二

人の批評家の後を追うようにして， LouisH. Leiter‘M旦rkCoburn 

Michael Rossといった批評家が次々に Dawson’sLandingの寓意性を指摘

し； 1975年には JohnC. Gerb釘が作品全体を構造的，包括的に捉え，次の

ように述べている．

Criticism of Pudd'nhead Wilson seems to h丘vecom巳 toa dead end 

. I should like to suggest that almost all of the criticism proceeds 

from the wrong premise, namely that Pudd'nhead Wilson is a novel and 

therefore must be measur巳dprimarily by the standards of r巴alism1 

Pudd'nhead Wilsonに対する評価がいまだ定まらない当時の批評界にあって，

Gerberはこの作品が“novel”として論じられるべきものではないと断言し，
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Pudd'nhead l抗lson研究に確固たる指針を与えようとしたのであった．この

論文で Gerberは，作者 MarkTwainが作品中に顔を出して町の様子を説明

したり，登場人物の人物像を規定していること，作品中の世界が非現実的な

出来事に満ちた想像上の世界であることを詳しく論じ，こういった特徴が，

外的世界を精密に描き出したり，登場人物の内的世界を詳細に分析したりす

るリアリスティックなノベルには見られない“おbulation”5特有のものであ

ると明言している. Gerberのこの見解は後の研究者たちに影響を与え，近

年に研究においては， AndrewJay Hoffman, Eric J. Sundquist6といった批

評家がPudd'nheadWilsonを寓話的，寓意的な作品として扱っている．そし

て，こういった立場に立つ批評家は，皆一様に作品の非現実性の中に普遍的

な真実を見出してきた．たとえば， G巴rber自身は Pudd'nheadW必onが

“Life is a purposeless absurdity in which th己 menand women simply 

pl可 outtheir destined roles. ”7という形而上の真実を具現した作品である

と述べているし， Hoffmanは町の住民に対して拘束的な力を持つ Dawson’S

Landingという非現実的な世界が，「状況」の中に個人が縛られる現代社会

を象徴しているという実存主義的な解釈を加え， HuckFinnやHankMor-

ganと違い，自分の置かれた「状況」の枠内で成功で収めた DavidWilson 

こそ“昌 truehero”8であるという結論に達している．

実際， D丘wson’sLandingはアメリカ南部の貴族主義をそのまま人格化し

たような theF. F. V. (the First Families of Virginia）や彼らの価値基準を

何の疑いも挟まずに受け入れる間一的な住民によって構成されている上に，

現実には起こり得ないような偶然が次々と重なってゆく非現実的な世界であ

り， Pudd'nheadWilsonに寓話的，寓意的な解釈を加えることは極めて妥当

である．しかしながらその一方で，この作品は寓話的，寓意的側面の他に，

リアリスティックな側面も持ち合わせているように思われる．私は D丘W 司

son’s Landingやそこで生活する主な登場人物たちが，実は表と裏の二つの

顔を有しており，非現実的とも取れる社会の表層部分の裏側には暗い現実が



Pu必＇nheadWilsonにおける DavidWilsonの社会的成功の意味 73 

隠されていると考える．そこで本稿では これまで多くの批評家が指摘して

きた作品中の寓話的要素に注意を払い，にせの TomとWilsonを象徴的存

在として捉えると同時に， D加＇ SOil’sLanding内に見られるそういったこ面

性を明らかにしてゆき，最終的に，そのこ面的な社会の中で，にせの Tom

を破滅させることによって Wilsonが、揺るぎない成功を収めるという作品の

結末が，どういったことを暗示しているのか探ってみたい．

II Dawson’sしandingの二面性と Tomの反社会性

にせの TomDriscoll （以下 Tomと呼ぶ）は悪の化身とも言うべき存在で

ある. Tomはこの世に生を受けて以来，悪の限りを尽くし，社会的見地か

ら見ても，道徳的見地から見ても，到底許すべからざる罪を犯す．まず第一

にTomは金銭に対して異常なまでの執着心を持っており，それがために

数々の悪事を重ねる．一撞千金を夢見て賭博に手を出し巨額の借金を抱え，

その返済のために町中で盗みを働いたあげくに，自由の身である実母 Roxy

を川下に売り飛ばしてしまう．また，並々ならぬ愛情を注いでくれた養父

Driscoll判事に対しては，その愛情に応えるどころか，その財産を虎視耽々

と狙い，最終的に自らの手で死に至らしめる．さらに，身体的に虚弱で臆病

なTomは，人前で溺れている自分を救って恥をかかせたという理由によっ

て兄弟のように育った奴隷の Chambers （本物の Tom）を激しく憎悪し，

ナイフで刺し殺そうとしたり川下に売り飛ばそうとしたりする. Luigiに蹴

とばされ名誉を傷つけられた際には “the code of the F. F. V”に従って決

闘を申し込むことに尻込みし， Driscoll家の名声に泥を塗る. Tomは全く

反社会的，反道徳的な存在である．では，どうして Tomはこのような悪し

き存在として描かれているのであろうか.L巴slieFiedler はその論文の中で

次のように述べ，この問題に対する答えを示唆している．

Perhaps the supreme achiεvement of this book is to have rendered 
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such indignities not in terms of melodrama or as a parochial “social 

problem" but as a local instance of some universal guilt and doom. 

The false Tom, who is th巴 fruitof all the betrayal and terror丘ndpro 

faned love which lies between white man and black, embodies also its 

“dark necessity” and must li巳， steal,kill, and boast until in his hy-

bris he r巳vealshimselfぉ theslave we all secretly are.9 

Fiedlerは決定論的な立場から Tomの悪しき行為の説明を試みている訳だ

が，最も大切なのは彼がTomを単なる一個人としてではなく，寓意的ない

しは象徴的存在として捉えている点である. Tomの反社会的，反道徳的行

為は単に Tom個人の問題として片付けられる類いのものではない. Tomの

悪行が運命づけられたものかどうかは別問題として， Tomは明らかに人間

や社会の奥に潜む暗い面を背負わされ，作品中寓意的ないしは象徴的存在と

して重要な役割を果たしていると考えられる．

the F. F. V に属する人たち， Roxy,Wilsonといった作品中の主な登場

人物，そしてさらに， Dawson’sLandingと呼ばれる架空の社会は皆一様に

二面的な性質を持っている．“ThoseExtraordinary Twins”の中ではシャム

双生児として描かれている双子の兄弟 AngeloとLuigiが“theAng巳lic”と

“the Luciferian”を暗示し，光と影のような全く逆の性質を兼ね備えている

ように，そういった主な登場人物たちやその集合体としての社会もそれぞれ

自分自身の中に正反対の二つの顔を有している．そして，それらの一方の顔

である表面的な性質や状態は，物語の冒頭部分で事細かに説明がなされてい

る．まず，語り手は Dawson’sLandingのどれも似通った小締麗な家の様子

を詳細に述べ，それから次のような注釈を加えている．

When there was room on the ledge outside of the pots and boxes for a 

cat, the C在twぉ there in sunny weather-stretched at full length, 

asleep and blissful, with her furry belly to the sun and a paw curv吋
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over her nose. Then that home was complete, and its contentment and 

peace were made manifest to the world by this symbol, whose testi-

mony is infallible 10 

さらに，語り手は次第に巨視的に町を眺めてゆき，最後に社会全体の状

況を次のように締め括る．

Dawson’s Landing W品sa slav巳－holdingtown, with a rich slave-

worked gr品inand pork country back of it. The town w且5sl巴epy,and 

comfortable, and cont巳nt巳d It was fifty yεars old, and w丘sgrowing 

slowly-very slowly, in fact, but still it was growing. ( 4) 

次に主な登場人物の人物像が規定される．語り手は theF. F. V に属する

人たちの性質を“fine，＂“just，＂“generous，＇’“brave，＂“majestic”（ 5）という

語によって説明し，これらの人たちが家系の名誉を何よりも重んじ，その家

系及び血筋ゆえの属性によって町の人々から尊敬を集めている紳士であるこ

とを付け加え，一方， 16分の lだけ黒人の血を引く Roxyが白人の前では

“m明 k”そしてもumble”（ 8) な奴隷であるということを述べている．以

上のような解説によって我々は Dawson’sLandingの表層的な状況を把握す

ることができる． Dawson’s Landingは表面的には明るい社会である．この

町は血筋あるいは家系によって各人カf社会的なアイデンティティーを与えら

れている封建的な社会ではあるが， theF. F. V の価値基準がそのまま可全

体の社会規範として受け入れられているために平和で安定した状態が保たれ

ている．そして，そういった平和な社会は猫に象徴される平和で満ち足りた

家庭の集合体として存在している．また， D在wson’sLandingはフロンテイ

アに近い西部の町として少しずつではあるが確実に成長を続けている．

以上のように Dawson’sLanding は一見平隠な社会である． しかし，これ

はあくまで社会の表層的な状況であり，この町はその深層部に社会の表面に
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は現れない暗い影を内包している. the F. F. V たちがそのよい例である．

彼らは前述のような立派な美徳を身につけた自他ともに認める紳士である

が，そういった仮面の裏側には全く別の顔を隠し持っている.・Ess巳x大佐は

Roxyとの間に性的な関係を結び一子を儲けるが，恐らくは自分の家系の名

誉と血の純潔を守るために，そういった事実を公言することもなく，生まれ

た子供を平気で奴隷の身分にしておく．もっとも，このような恥ずべき行為

も白人中心社会では罪とはならない. Percy Driscoll は自分の奴隷たちを川

下にではなく， Dawson’s Landing内で売却したことを寛大で、人道的な行為

であると考えている．彼はまた，金銭欲にとり ｝{Jfr,かれて投機に熱中し，莫大

な借金を抱え健康を害して死んでしまう. Driscoll判事も夜一人きりになる

と財産の計算に余念が無く，選挙の際には Luigiを失脚させるために不正

な金をばらまく．さらに，決闘を恐れぬほど勇敢であるはずの判事も，夜，

Tomが変装して金を盗みに部屋の中に忍び込んで来ると，“Help'help＇”（94) 

と騒ぎ立てる. the F. F. V.たちは立派な紳士の仮面をつけてはいるが，実

際は血による優越性，血の純潔という観念，金銭欲にとり J{Jfr,かれた，冷酷で，

非人道的な人間たちであり，“th巳 codeof the F. F. Vプに従った名誉のため

の決闘も彼らの卑劣で、臆病な面を隠すための隠れ蓑でしかないのである．一

方， Roxyも白人の前で、は従順で謙虚な奴隷であり，白人の血の優越性を信

じて疑わないが，心の奥底では自分たち母子を財産として所有し，子供をい

つか川下に売り飛ばして家族の粋を断ち切ってしまうかもしれない白人に対

し，恨み，憎しみ，復讐心を抱いており，さらに，そういった悲しい運命を

背負わせた社会を呪っている. Roxyは愛情ゆえに我が子を白人に仕立て上

げるが，この行為を裏返せば，そこには白人の子を奴隷の身分にして，白人

の平和で、幸福な家庭を崩壊させてしまい，社会秩序を乱そうとする無意識的

な恐るべき復讐行為が潜んでいる．また， Roxyたち奴隷は，白人の持ち物

をくすねることを罪であると考えないが これは自分たちが白人によって

“an inestimable treasure”（12）である自由を奪われていることに対する形
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ばかりの復讐行為であったと言える．

このように，作品中の主な登場人物たちはそのペルソナの下に全く別の暗

い顔や悲しみに満ちた顔を隠し持っている．それは個人的なものであったり，

Dawson’s Landing内では認識できない集合的なものであったりするが，い

ずれにして2も，この町の表面的な明るい顔の裏側lにはこういった暗い影が嚢

いている．そして，その暗がりの中から生れ出た Tomは明らかに社会の暗

い面を背負わされている. TomはDawson’sLandingの人々のマイナス面

を人格化したような存在であり，そういったマイナス面を外界に向かつて発

現する．すなわち， theF. F. V と黒人奴隷の血を引く Tomは，白人の代

表的存在である theF. F. V の影11 として彼らの醜い真の姿をさらけ出す

と同時に，“Whywere niggers and whites made? What crime did the uncre 

ated first nigger commit that the curse of birth w丘sdecreed for him？”（44) 

と言って黒人の心の奥深くに潜在する悲しみを代弁し，さらに，語り手自身

が Roxyの密かな心情を“＇ ThisWぉ herson, h巴rnigger son. lording it 

among th巴 whitesand securely avenging their crimes against her race.” 

(22）と述べて暗示しているように， Roxyの服を着て女装し彼女の影として，

顔を黒く塗り黒人奴隷たちの影として白人たちに復讐するのである．

田 Wilsonの社会的成功

Pwld'nhead WilsoπはDavidWilsonとTomDriscollの対立という構造に

よって成り立っていると言うことができる. Tomの誕生とほぼ時を同じく

して Dawson'sLandingに到着した Wilsonはその日のうちに，姿を隠した

犬に激しく吠え立てられ，“Iwish I owned half of that dog.”（ 5）さらに，

“Becaus巳， Iwould kill my halfプ（ 5 ）という意味不明の言葉を口に出した

ため，町の人たちから“pudd’nhead”という，あだ名をつけられ社会的成功へ

の道を閉ざされてしまう．この言葉は恐らく白人と黒人という二つの顔を

持った Tomが町全体に襲いかかってくることに対する無意識的な警告で
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あったと考えられるが，町の住民がそんなことに気づくはずもなく，この警

告は無視され， Wilsonは社会から冷遇される．その問，元来奴隷であるは

ずの Tomはth巳F F. V の後継ぎとして持てはやされ，同時に，これまで

論じてきたように社会に潜む影として次々に悪事を重ねる． しかし， 23年後

に， TomはWilsonによってその正体を暴かれ，社会から永久に抹殺され

てしまうーそして，逆に Wilsonはその功績により揺るぎない名声を獲得す

る. WilsonとTomは互いに人生を左右し合い，正反対の運命を辿る訳で、

ある．それでは，このような対立構造，特に， Wilsonが Tomを社会から

抹殺して揺るぎない成功者となるという結末によって，この作品は何を暗示

しているのであろうか．

Wilsonは様々な可能性に満ちた19世紀中葉のアメリカ社会を代表する人

物であるかのように見える．彼は社会的成功を求めて Dawson’sL訂idingに

やって来たにもかかわらず，社会から受け入れられず不遇の日々を送るが，

23年の後に民主党から市長に立候補して見事に当選を果たし，成功の夢を叶

える．さらに， Driscoll判事殺害事件の裁判の際には Luigi被告の弁護人と

して， Tomが真犯人であることを長年にわたる指紋の科学的研究の成果に

よって立証し社会に正義をもたらす．同時に， th巴F F. V.に属する検事

Pembroke Howardを打ち負かしてその成功を確かなものとする．そして，

このことによって Dawson’sLandingの社会状況は大きく変化する. the F. 

F. V 最後の生き残りとなるはずの本物の Tomは，長年奴隷として生きて

きたため，奴隷らしさを捨てることができず， theF. F. V としてはやって

ゆけそうにもない. Dawson’s LandingはWilsonによって th巳 F F. V の

貴族的な支配から解放され，新しく生まれ変わる気配を窺わせる．科学によ

る社会の絶え間ない進歩，発展とそこに付随する物質的成功. Wilsonはこ

ういった楽観的で希望に満ちた19世紀中葉のアメリカ社会の時代精神を体現

する人物であるかのようである．しかし，実際のところ， Wilsonは虚飾に

満ちた社会の表面的な明るい面を表しているにすぎない．少なくとも，そう
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いった表層的な面を代表する人物に変化してしまう．

Wilsonはアメリカ東部の出身であり， D呂wson'sLandingの社会的な因

襲に対しては元来批判的である．たとえば，彼は自作のカレンダーの中に次

のような警句を書き記している．

Consider the fleal-incomparably the bravest of all the creatures of 

God, if ignorance of fear were courage. When w巴 speakof Clive, 

Nelson and Putnam as m巳nwho“didn’t know what fear w呂5”we

ought always to add the flea and put him at the h巴adof the proces-

s10n. (57) 

WilsonはCfrv同 Nelson, Putnamといった英雄たちを蚤と比較すること

によって， Luigiとの決闘に尻込みする Tomを叱責し自ら決闘に臨む Dris-

coll判事の恐れを知らぬ勇敢な態度計l靭笑している訳である．しかし，彼は

社会に向かつてそういった本音を吐くことはない．彼は弁護士として社会的

成功を収めるために Dawson’sLandingにやって来たのだ、が，前述のように

意味不明の言葉を口に出したため，社会から疎外されてしまう．後にカレン

ダーの中に，“Tellthe truth or trump-but get the trick.”（ 3）と書き込ん

で自らを戒めていることからも分かるように，彼は町の人々の前で重大な警

告を発したにもかかわらず，時機が悪く，要領を得なかったために失敗して

しまったのである．この苦い経験によって彼は，成功を収めるためには町の

人々の尊敬を勝ち取らなければならないことに気づく．そして， Eberhard

Als聞が言うように，ここから彼の“questfor popularity”12が始まる．彼は

Dawson’s Landingに溶け込み，人々の人気を得るため，社会の因襲を尊重

するふりをする. Luigiに名誉を傷つけられた Tomが決闘を避けて裁判に

訴えたことにより， Luigiの弁護人として初めて司法界に進出することがで

きたのに，彼は Tomに向かつて“th喧 codeof the F. F. V”に従って決闘し

なかったことを非難する. Driscoll判事と Luigiの決闘の際には， Luigiの
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介添え人をつとめ町の人々の称賛を勝ち取る. Driscoll判事がTomに唆さ

れ，選挙演説で Luigiのことを暗殺者であると灰めかすと，事の真相を知っ

ているにもかかわらず，判事や町の人々の信頼を損ねるのを恐れ， Luigiの

弁護をしようとしない．このように Wilso日は真の自己を隠して社会的因

襲の擁護者を装い，人々の人気を勝ち取ヮてゆき，市長の座を獲得する．

こうして市長に就イ壬した明アilsonは， Driscoll半iJ事殺害事件の裁判におい

て人生最大の栄誉を担うことになる。判事殺しの嫌疑をかけられた Lmg1

の弁護人として， Wilsoni土真犯人が Tomであることを立証し，同時に，

役がにせの白人で、あヮたことを暴露する．この勝利により，検察官として法

珪に立ヮた名士 PembrokeHow丘rdを失脚させた＼Y1isonは， theF. F. V 

を駆逐して，文字通 i)Dmvson‘s Landingの頂点に立つことになる．町の人々

は彼の栄誉を称え合しヘ‘pudd'nhead・ （立役ではなく，実は自分たちだった

のだと認める．

＼主ndthis is the m♀n the likes ofロshave call喧cla pudd'nhead for 

mor巴 th丘ntw尽ntvyears. E号 h♀ST出 ign己dfrom thョtposition, friends” 

九一目、 butit isn t vacant-we r己 elect吋川 (ll{!

しかし Wilsonは結局＂ pudd‘nheadいでしかないa 否，このとき彼は

．抑止i、nheads＂の親王になったと言える. Tom は社会の裏に潜む影を映し

出す存在である. Tomは20年以上にわたって白人たちの醜い真の姿を社会

の表面にさらけ出すと同時に，黒人奴隷の代わりに白人たちに復讐してきた

のである. ¥Vilsonはこの Tomがにせの白人で、あることを暴露し，それま

での波の theF. F. V らしからぬ悪行をすべて黒人の血のせいにしてしま

いヲさらに9 その復讐の牙を抜いてしまう．それによって，白人の血の名誉

が保たれ，逆に？愛情ゆえに我が子を白人に仕立て上げテ結局その子を復讐

の刃として操 iJ.破滅させてしまった Re〕xy~えその罪の深さを知り心に大

きな痛手を負う．かワて教会の教えによって盗みを思いとどまったように，
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彼女は再びその身を教会に委ね，白人に対して従順な黒人に戻る．こうして

Dawson’s Landingには再び平和が蘇る． しかし，言うまでもなくこれは表

面的なものでしかない．町の人々は Tomが自分たちの醜い面を表している

ということにも，奴隷たちの抑えつけられた本当の姿を表しているというこ

とにも全く気づかない. Wilsonは社会の裏側に潜む影を暴き出そうとする

Tomを抹殺することによって社会にうわべだけの平和を回復し，自分たち

の社会の実体に全く気づかない“pudd’nheads”の頂点に立ったのである．

Dawson’s Landingは少しずつ成長を続けるアメリカ南西部の町である．

この町は誕生してから73年目にしてようやく市に昇格し，新しい時代の幕開

けを感じさせる．しかし，そういったたゆまぬ進歩にもかかわらず，この社

会は実質的には何も変わっていない．東部からやって来て，ただ一人 Daw-

son's Landingの本質を見抜くことができた Wilsonも，社会的成功を手中

に収めるため，社会の暗い影には目をつぶり，その社会の古い因襲を受け入

れる. Wilsonの市長としての地位は社会の因襲を基盤にしている．そのた

め物語の結末では，白人の地位を奪われた Tomが公然と財産化され，川下

に売られてしまう. Dawson's Landingはこれからも平和な社会として少し

ずつ発展してゆくであろつが，そこに住む人々の心は変わることがなく，社

会の裏側に潜む影も決しでなくなりはしないに違いない．そして，こういっ

た状況こそが表面的には明るく平和な Dawson’sLandingの実体であり，同

時に， WalterScottらのロマンスを拠り所として自分たちの生活様式を正

当化し，さらには自己を“Scott'scourag巳ousand honorable feud昌llords 

旦ndScottish chi巴fs’3

やカミな理想、の下に支配を続けた南部諸州の実f象，そして，社会の進歩，発展

に付随するはずの物質的成功の夢によって道徳的に腐敗していった19世紀ア

メリカ社会の真の姿もである．
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N 結論

Mark TwainはAdventuresof Huckleberry Finnにおいて，社会的な規範や

成功といったものには囚われない自然児 HuckFinnを創造した．そして，

次作A-Connecticut Yankee in King Arthur's Courtでは，科学的知識と技術を

駆使して人々を教化すると同時に既成の封建的な社会規範を打ち破り，理想

的な共和国を樹立することによって成功を収めようとする H拍 KMorganの

姿を描き出した． しかし， Hankの進歩主義的な理想に基づいた改革は失敗

に終り， Pudd'nheadWilsonではこれまで論じてきた通り，虚飾に満ちた社

会の因襲を受け入れることによって名声を勝ち取る人物， Da，廿 Wilsonを

描くに至った．というよりも，むしろ彼はそういった人物を描かざるを得な

かったのではないか. A Connecticut Yankeeの中で Hankの改革の失敗を通

して示したように，当時 Twainは人聞が社会環境の前では無力な存在でし

かないということを覚っていた．それと同時に，その頃社会に広く行き渡っ

ていた，テクノロジーによって社会が進歩，発展するという希望的な観測に

対しても否定的になっていたと考えられる．結局，人聞は既成社会の枠内で，

その社会規範に従って生きてゆかなければならないのである．しかも，自身

の入生が示すように， Twainは人間が生きている限り人生の成功を追い求

めざるを得ない存在であることを知っていた．だからこそ Wilsonは人々か

ら不当な扱いを受けても決して Dawson’sLandingを逃げ出さない．彼はカ

レンダーの中で，“WhenI reflect upon the numb巴rof disagreeable people 

who I know h且vegon巳 toab巳tterworld, I旦m moved to lead a different 

life." (61）と述べながらも，結局社会の因襲を受け入れ，敢えて“pudd’n-

heads，，の頂点に立つ． しかし， Wilsonはそういった社会の因襲に心から賛

同している訳ではない．彼のカレンダーの中の悲観的な警句，“October12, 

the Discovery. It was wond目 fulto find Am巴rica,but it would hav巴 b巴巴n

more wonderful to miss it.”（113）はそういった Wilsonのジレンマをよく
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表している. Wilsonは底抜けに明るい社会の実像を知っていたにもかかわ

らず，社会的成功を収めるため，その表面的な明るさの裏倶ijに確実に存在す

る暗く悲しい面を見て見ぬふりをしなければならず，市長となって社会の頂

点に立った後は，その地位の基盤である社会の因襲を擁護し，社会のうわべ

だけの平和を守ってゆかざるを得な．かったのである. Wilsonはカレンダー

の中に次のように記している．

Whoever has lived long enough to find out what life is, knows how 

deep a debt of gratitude we owe to Adam, the first great benefactor of 

our race. He brought death into the world. (12) 

この言葉には，虚偽に満ちた社会の中で成功を追い求めざるを得なかった

Wilsonの人生の空しさや悲しさが渉み出ている．そして， Wilsonを取り巻

く寓話的で馬鹿げた人々や Dawson'sLandingの見せかけだけの明るさが，

その空しさや悲しさを人生の普遍的な要素として一層際立たせてU る．
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